
漁業における脱石油や省エネ技術の開発について

漁業は北海道・北東北地域における基幹産業であり、国民への食

料供給に大きな役割を果たしている。

一方、漁船用動力機関は、すべてが軽油をはじめとする石油燃料

に依存していることに加えて、生産経費に占める燃料費の比率が大

きくなっている。しかしながら、代替燃料による漁船用動力機関や

省エネ技術の開発が遅れており、昨今の原油価格高騰は漁業経営に

大きく影響を与えた。また、地球温暖化などの環境保全の観点から、

今後、環境に配慮した産業形態への転換が迫られることも懸念され

る。

このため、国において機械・電気等他産業と一体となって、燃料

電池等石油燃料によらない漁船用動力機関や省エネ技術の実用化に

向けた技術開発を行うことを求める。
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